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 ⑴ 核兵器の使用は一般的に国際人道法上の区別原則が禁止する無差別攻撃に該当し、 
  その使用自体禁止されるものである。しかし、現実に使用が想定される事例とはみな 
  し難いとはいえ、戦術核兵器の弾頭の低出力化と運搬手段の精度向上に伴い、区別原 
  則に違反しない核兵器使用の想定が不可能とはいいきれない。これにより核兵器の使 
  用は「いかなる場合においても」区別原則に違反するとは確定できず、核兵器はそれ 
  自体無差別兵器であって、その使用が絶対的な禁止の下におかれているとはいえない。 
 
 ⑵ 核兵器の使用は、当該兵器に固有の特性により、戦闘員に対する使用であれ、非戦 
闘員に対する使用であれ、また、戦略核兵器であれ、戦術核兵器であれ、いかなる場 
合においても、広範な後遺症も含め、国際人道法上の禁止される不必要な苦痛をもた 
らし、そのため、その使用自体絶対的に禁止される。 
  
 当該検討結果を踏まえた、本稿の上記二課題に対する結論は以下である。核兵器の使用
は国際人道法の諸原則に照らし一般的に違法である。その一方で、戦術核兵器による限定
的使用が国際人道法上の区別原則と両立する想定は、可能性の問題としては排除できない。
しかしながら、たとえ区別原則と両立する核兵器の限定使用があり得るとしても、当該兵
器の使用はさらに不必要な苦痛禁止原則に基づく合法性の審査を経なければならない。不
必要な苦痛禁止原則に照らせば、核兵器の使用は、戦闘員あるいは非戦闘員に対する使用
であるか否かにかかわらず、その性質上不必要な苦痛を常にもたらす非人道的兵器であっ
て、戦術核兵器及び戦略核兵器といった、当該兵器の区分に関わらず例外なく禁止される。
それゆえ、国際人道法と両立する核兵器の使用は存在し得ず、核兵器はそれ自体国際法上
違法な兵器であると結論付けられなくてはならない。 
 現在、国連において核兵器禁止条約の交渉が進められ、本稿脱稿時点において、成立の
見込みが非常に高いとされている。ただ、核兵器国及び核の傘の下にある国家が当該条約
に普遍的に参加する近い将来の見込みは低い。この場合、核兵器禁止条約の成立そのもの
は核兵器廃絶という国際社会共通の目的のために歓迎される一方、当該条約の加盟国と加
盟を拒否する国家の間で、核兵器の使用に対する条約上の規則に基づく規律に差異が生じ、
長期に亘り固定化される危険がある。今後は、核兵器禁止条約という条約上の規則を引き
受けるか否かに関わらず、すべての国家に対し適用される一般国際慣習法上の原則を通し
た核兵器の使用に対する法的評価の重要性が、従来以上に高まることが想定される。現在
必要とされているのは、核兵器が非人道的惨禍を引き起こす兵器であるという国際社会が
合意しうる事実を基盤とした一般国際法理論の展開と深化であろう。本稿が検討してきた
のは、国際人道法は戦闘手段の選択にかかる無制限の権利を認めておらず、国際人道法の
諸原則に基づいて、核兵器の使用それ自体、絶対的に禁止されているということであった。
この意味において、核兵器を規律する国際法に法の空白は存在せず、また、核兵器国と非
核兵器国との間の法解釈をめぐるいわゆる溝も本来的には存在しない。当該認識の共有に
よって核兵器禁止条約の普遍化を進展させ、核兵器なき世界に向けた道程を前進させるこ
とが求められていると思われる。 
